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1. 目的 

術後再建腸管を有する総胆管結石に対する内視鏡的アプローチとして、BillrothⅠ法におい

ては通常の後方斜視鏡を用いることが多いが、BillrothⅡ法や Roux-en-Y(R-Y)法再建腸管

においてはダブルバルン内視鏡(DBE：Double balloon enteroscope)を用いた手技が普及し

ている。これらの再建腸管では手技完遂に難渋する症例を多く経験するが、R-Y 再建腸管

に対する DBE-ERCP(:Endoscopic retrograde cholangiopancreatography)の成績を検討し

た既報は非常に少ない。 

本研究の目的は、当院並びに研究協力機関において施行した R-Y 再建腸管を有する総胆管

結石患者に対する DBE-ERCPによる結石除去術の成績を後方視的に検討し、手技成功の可

否に関与する因子を同定することである。 

 

2. 対象と方法 

DBE-ERCP を施行した症例における患者因子(年齢、性別、総胆管径、結石径)、手技関連

因子(処置内容、処置時間、scope position、合併症)と手技成功率との関連を解析する。 

 

3. 研究期間 

   倫理委員会における承認日～2021 年 12 月 31 日 

 

4. 調査票等 

 研究資料にはカルテから以下の情報を抽出し使用させて頂きます。あなたの個人情報は

削除後匿名化し、個人情報などが漏洩しないようにプライバシーの保護には最新の注意を

払います。 

  ・年齢、性別、家族歴、既往歴、嗜好、診察初見など 

  ・検査データ、画像データ、手術記録、病理記録など 

  ・治療内容、有害事象など 

   

5. 情報の保護 



 調査により得られたデータを取り扱う際は、被検者の秘密保護に十分配慮し、特定の個

人を識別することができないようにします。 

 

個人情報は完全に秘匿されておりますのでご安心下さい。もし患者様自身やご家族の情報

が研究に使用されることについてご了承頂けない場合には研究対象としませんので下記ま

でご連絡下さい。 

 

津山中央病院 病院長  林 同輔 

連絡先：電話 0868-21-8111（担当：内科 竹中龍太） 


